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本研究の目的は、 視覚障害のある幼児 ・児童 ・生徒の発達段階に応じた防災に関する行動と、 各教科等における防災教
育に関する指導内容の関連を図り、防災教育の系統性を整理して示すことである。 そのために、特別支援学校 (視覚障害) 
の幼稚部から高等部に在籍する、 単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童 ・ 生徒を想定して、 防災に関する行動を発達段階順
に示す 「防災に関する項目別行動要素一覧」 と各教科等における防災教育に関する指導内容を示す 「防災教育の学部段階
別指導内容一覧」 を作成した。 また、 各一覧を対応させることによって、 発達段階と教育課程との整合性を図り、 防災教
育に係る系統性を検討した。 発達段階と各教科の系統性に応じた防災教育の体系を整理して示したが、 防災教育そのもの
の系統性と、 体系的に行う必要がある学校教育での防災教育には直ll齬が生じる可能性が示唆された。 そして、 このことが
学校における防災教育の発展を妨げる一 因であると考察された。 







頃から身に付けておく ことが、 この国に居住し、 生活し
ていく上での必須の条件であり、 児童 ・ 生徒等を対象と
した学校における防災教育は不可欠のものと されている
( 中央防災会議, 2003)。
ところで、 通常、 生きていく ために必要な情報の80% 
以上は、 視覚を通して入手していると言われている (情
報機器編集委員会, 1972)。 視覚障害により、 情報入手
の手段が限定されていることは、 災害時の行動 ・ 心理に
大きな影響を及ぼすものと推察される。 日本盲人福祉委
員会 (2013) によると、 東日本大震災による視覚障害者
の犠牲者はほぼ110名と推定されている。 この数は犠牲
者総数18,550名の約0.6% となり、 視覚障害者の対人口比
0.3% の約 2 倍に相当する。 また、 停電になった地域に
住む視覚障害者の多くは災害の状況をつかめず、 避難の




室内 ・ 室外、 避難経路など、 あらゆる周囲環境が激変す
る災害時に想像を超えた厳しい状況に追い込まれる。 そ








2009年改訂) では、 改訂のポイ ントとして、 「安全に関
する学習の充実」 「安全教育の充実」 が掲げられ、 防災
教育に関する内容についても増加がみられた。 また、 新
学習指導要領 (2017年公示) における改定のポイントと
して 「防災・ 安全教育などの充実」 「自然災害に関する
内容」 などが挙げられている。 ところで、 学習指導要領
は、 昭和33年 (1958年) の改訂によって、学問としての
















る、単一障害及び重複障害の幼児 ・ 児童・ 生徒を想定し
て、 防災に関する行動を発達段階順に示す 「防災に関す
る項目別行動要素一覧」 (以下、 行動要素一覧) を作成

































各資料から、「(災害種等) の時、 (すべき行動) をす
る」 など、 防災に関する具体的な行動の記述であること
を選定基準として、 計156の行動要素を筆者が選定した。





























































市教育委員会作成資料一 覧」 (https://anzenkyouiku.mext 
go jp/todoufuken/index.html) を使用した。 
0歳から3歳程度第1段階 模倣による感覚運動的行動を行う








出典 : 分かりやすい 「自立活動」 領域の提え方と











項日に分けることができた(Table 3)。 防災に関する7 
項目と5 段階の発達段階に156 の行動要素を筆者が配列
し、「行動要素一覧(試案)」 を作成した。 その後、特別









小学校学習指導要領 文部科学省 (2017b) 
中学校学習指導要領 文部科学省 (2017c) 
高等学校学習指導要領 文部科学省 (2009a) 
特別支援学校小学部・ 中学部学習 立 、 ..文部科子省 (2017d)指導要領












4 . 「防災に関する項目別行動要素一覧」 の使い方
「行動要素一覧」 は、 防災に関する知識や技能を身に
付けるために必要な行動を、 発達段階順に示したもので
ある。 様々な活用が想定できるが、 エクセルデー 夕を用
いた活用方法の一例を以下に示す。
① 「行動要素一覧」 で示した行動要素は、 必ずしも、





けることが求められる行動要素をチェ ック( v' ) す
る。 チェ ックされた行動要素を相互に関連付けて、
指導の目標や内容を決定する際の参考とする。




















・ 「『生きる力』 を育む防災教育の展開 (第 2 章 6 学
習指導要領等における主な防災関連記述) 」 (文部科
学省, 2013) に記載があること。
・ 城下・ 河田(2007) が、防災教育に関する用語とし
て示した 「災害」 「防災」 「地震」 「津波」 「火災」 の
いずれかの語を含むこと。
その結果、 各学部において、 以下の領域。 教科等にお
いて防災教育の指導内容が含まれていた。 各学部の領域 ・ 
教科をTable 5 に示す。







道徳, 特別活動, 生活, 社会, 理科, 体育
道徳, 特別活動, 生活, 体育
立 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 技術・ 家庭,中子部 保健体育
中学部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 職業・ 家庭, 
(知的障害) 保健体育
高等部 特別活動, 社会, 理科, 家庭, 保健体育
高等部 道徳, 特別活動, 社会, 理科, 家庭,
(知的障害) 保健体育
2 . 防災教育の目標とねらい
文部科学省 (2013) による、「『生きる力』 を育む防災
教育の展開」 では、 校種ごとに防災教育の目標が示され
ている。 また、 防災教育のねらいについては、3 つの項
目 「ア 知識、 思考・ 判断」 「イ 危険予測・ 主体的な行




防災教育に関する指導内容を、 教科・ 領域ごと、 各学
部の年齢及び学年順に配列を行った。 なお、 特別支援学
校 (知的障害) における指導内容については、 教科ごと、
各学部の段階順に配列を行った。


































には、 それぞれ固有の番号を付記した。 その上で、 以下
の観点により関連性を検討した。






検討結果に基づき、対応する 「行動要素」 及び 「指導
内容」 を各一覧に示した。 但し、 関連の見られなかった
ものは、 空欄とした。 自立活動、 総合的な学習の時間の
指導内容と関連が見られる場合は、「( 自活等) 」 「(総合
等) 」 と記し、 避難訓練や特別活動全般に関連が見られ
る場合は、「(訓練等)」 「(特活等)」 と記した。
「行動要素一覧」 の内容をTable 6-1~ 7 に示す。 な
お、 表中における指導内容・ 指導内容(知的障害) 欄の
表記は、 以下の通りとする。 
学部 : 幼稚部=幼、小学部=小、中学部= 中、
高等部= 高
年齢 : 3 歳児~ 5 歳児= 3 ~ 5
学年 : 1 学年~ 6 学年= 1 ~ 6 
Table 6-1 防災に関する項目別行動要素一覧
知識に関する区分
A 危険に関する知識 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 



























地震の後押し寄せてく る波が 「津 
波」 であること を知る 
*小避g 
中理a 高1 理b 




*小避g 高1 理b 
雪の冷たさや重さによる危険性を 
実感する 小3 ・ 4体a 高1 理b 
屋根等の上から落ちてく る雪の危 
険性を知る 中保a 高1 理b 











































水道等) の被害を知る (総合等) 
5段階 災害時にどのようなスト レスが生 じるかを知る *高避b 





Table 6-2 防災に関する項目別行動要素一覧 Table 6-3 防災に関する項目別行動要素一覧
203 
知識に関する区分
B 安全対策のための知識 指導内容l (灘基) 
1段階 l 
2段階 火災報知機のベル音や緊急地震速 報の音を知る *幼3避b 
3段階 警報や注意報について知る 小5理b 
安全に避難するための備えを知る 中保b 小3生a 





箇所を探す 小1 ・2生a 
冬の通学路における危険に気付く 小1 ・2生a 中保d 
登下校中の危険箇所に気付く 小1 ・2生a 中保d 





場所や状況 (建物内外、 交通機 




を知る 高理a 中2社c 




























5段階 災害時に生じるスト レスを和らげ 
るための方法を知る 高保b 
災害時には意思決定を迫られる場 













2段階 介助者や友人と手をつないで移動 する 小1 . 2体bl 小1体a l 小2体a 
介助者と手をつなぎ、 足元の状況 


































































204 学校教育学研究, 2018, 第31巻
Table 6-4 防災に関する項目別行動要素一覧 Table 6-5 防災に関する項目別行動要素一覧
身を守る行動に関する区分
D 災害時の行動 指導内容l (灘書) 
1段階 大人に抱っこでしがみつく *幼避a 
大人の背中におんぶでしがみつく *幼避a 小2体a 小3体a 






異変 ( 不快な匂いや音なども含む) 











防災頭巾 ・ ヘルメ ットを自分でか 
ぶる (訓練等) 








































3段階 災害発生時、 放送の内容をしっか 
りと聞く *小避c 





机の下に潜り、 脚を持って、 机が 
動かないようにする *小避d, *中2避a 
棚や窓など物が落ちてきそうな場 
所から離れる *小避d, *中2避a 
屋外では周囲に何もない中央部に 











難行動をとる *中避b, *高避a 
どのような時間帯・ 場所 ・ 状況に 















2段階 備蓄品や非常食を食べる *小特b 中2家e 
簡易な食器で備蓄品や非常食を食 












(開封の仕方、 調理方法: 水を注 
いで待つなど) 
*中特o 中2家f 高1 家c 




自分や家族の避難場所を確認する 小3社b 小4社a 中1社c 
家族が離ればなれになった時の連 
絡の取り方について確認する 中家b 中2家d 
災害用伝言ダイヤルの使い方を疑 




用品を知る *中特a 高2家c 
家庭でできる備え(家具の配置や 





法、 避難経路などを話し合う 中家b 高2家a 
家庭でできる備え(非常時持ち出 
し袋、備蓄など) を行う *高特a 
5段階 ライフラインの代用品を作成する *高特a 
家庭でできる備え(家具の配置や 
固定など) を行う 高家c l 
段階 (知的障害) : 1 段階~ 3 段階= 1 ~ 3
領域 : 人間関係= 人、 健康= 健、 健康 (避難訓練) =避、
言葉= 言
教科 : 特別活動=特、特別活動 (避難訓練) =避、生活=
生、社会= 社、理科= 理、技術 ・ 家庭=家、職業 ・








て、 行動要素の5 段階区分と指導内容の対象年齢 ・ 学年
に、 一部歯解が生じた。 原因を明らかにして、 解消を図
る必要がある。 
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Table 6-6 防災に関する項目別行動要素一 覧 Table 6-7 防災に関する項目別行動要素一覧
災害への対応に関する区分
F 情報の収集 ・ 活用 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 
2段階 テレビやラジオの災害情報を聞く 小5理b 
3段階 地震の後には、 テレビやラジオの 










き、 内容を把握する 小5理b 
インターネッ トで災害情報を聞 
き、内容を把握する 中社e 






































1 . 「行動要素一覧」 による体系の整理
防災に関する行動要素を類似する内容ごとに分類し、
項目名を付与することによって、各行動要素の目的を明
確にして示した。 しかし、 全156の行動要素中、 発達区
分 1 段階に該当する行動要素は5 と非常に少ない。 今後
は、各校の取り組みから見識を得て行動要素を再検討し、
改めて体系を整理していく必要がある。








G 援助依頼 ・ 避難後の生活 指導内容 指導内容 (知的障害) 
1段階 
2段階 
3段階 避難所の役割や機能を知る 中社a 中社b 小3生e 

















応について考える *高特b, *高特d 
災害時に支援が必要であること を 
理解し、 必要な支援を想定する *高特b, *高特d 
自宅避難の際に起こ リ得る状況を 
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